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若者・女性が定着する北海道へ
国土交通省 企業等の東京一極集中に関する懇談会資料より
https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk3_000107.html
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https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/content/001384142.pdf

国土交通省 企業等の東京一極集中に関する懇談会資料より
https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk3_000107.html
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https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/content/001384143.pdf



25

https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/content/001409459.pdf
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北海道大学学生の就職状況

学部 修士 博士

男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計

就職者数 527 341 (868) 922 360 (1282) 289 114 (403) 

道外・その他 367 201 (568) 789 302 (1091) 160 63 (223) 

道内 160 140 (300) 133 58 (191) 129 51 (180) 

道内就職割合
（％） 30.4 41.1 34.6 14.4 16.1 14.9 44.6 44.7 44.7

＊2021年度入学者の地域比率 北海道 32.１％
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「ダイバーシティ2.0 一歩先の競争戦略へ」（令和2年9月、経済産業省）より

https://www.meti.go.jp/policy/economy/jinzai/diversity/diversitykyousousenryaku.pdf

＊ミレニアル世代
1980～1995年生まれ
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『Z世代のダイバーシティ&インクルージョンと就職・就労』（民間調査）より

Z世代：1990年後半頃～2012年頃生まれ⇒現在の大学生

職場においてダイバーシティ＆インク
ルージョンが推進されていることは、
職業を選択する際や、働き続ける上で
重要な要素だと思いますか？

そう思わない/
ややそう思わない2.0 ％

どちらとも
言えない
1.0 ％

そう思う/
ややそう思う

97.1 ％
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コロナによるキャリア観の変化（民間調査） 日刊工業新聞社＋Yahoo!ニュース

キャリア観の変化の具体的な内容（複数回答）
1. 「ワークライフバランスを大切にしたい」（75.2％）
2. 「働く時間を短くしたい」（48.0％）
3. 「所属する会社に依存せず自分自身でキャリア形成する必要があると感じた」47.6％

アンケート実施日2021年10月４～５日
全国にいる20－59歳までのYahoo!JAPANユーザーを対象、有効回答5000人有効回答
回答者の男女比はおおむね６対４で、年代は40代が39％で最も多く、50代29％、30代22％、20代11％
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ワークライフバランスは若者・女性のためだけではない

介護離職者数介護者数 男性：女性＝４：６

https://www8.cao.go.jp/kisei-kaikaku/suishin/meeting/wg/hoiku/20190109/190109hoikukoyo01.pdf
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まとめ

女性活躍推進は複雑な課題
 教育、社会通念、無意識バイアス、統計的差別

教育機関、企業、地域社会全体で取組必要

ビジョンとのギャップから課題を定義
 現状追認では変化は起こせない

長期的に粘り強く
 でも、今不公平にさらされている人を忘れない

現状

ビジョン
公平な社会

男女共同参画社会（女性活躍推進）

Well Being

SDGs

ギャップ

現状 ≠ 当たり前




